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遺
構
の
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要

当
遺
跡
は
、　
一
九
二

一
（昭
６
）
年
に
は
じ
め
て
発
据
調
査
さ
れ
、　
一
辺
約
七

二
〇
ｍ
の
外
郭
線
の
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
翌
年
に
国
の
史
跡
指
定
を
受

け
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
近
年
は
、

一
九
六
四
（昭
３９
）
年
春
、
酒
田
市
教

育
委
員
会
が
実
施
し
た
遺
跡
中
央
部
分
の
予
備
調
査
を
機
に
、
翌
六
五
年
文
化

財
保
護
委
員
会
が
第

一
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
れ
ま
た

一
九
七

一
（昭
４６
）
年
の

第
二
次
発
掘
調
査
以
降
は
酒
田
市
教
育
委
員
会
が
毎
年
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
日
字
形
に
建
物
群
が
配
置
す
る
内
郭
（政
庁
）
域
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
城
輪
柵
遺
跡
は
、
平
安
時
代
の
出
羽
国
府
跡
に
比
定
す
る
こ
と
が
有

力
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
内
郭
外
に
も
遺
構
群
が
広
が
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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簡
を
検
出
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は
、
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六
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掘
調
査
次
の
第

一
号
土
壌

（井
戸
状

遺
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）
内
か
ら
で
あ
る
。　
井
戸
状
遺
構
は
、
径

一
・
三
ｍ
の
略
円
形
掘
方
の
ほ

ば
中
央
に
、
径
五
八
側
の
円
形
曲
物
を
井
戸
枠
と
し
て
据
え
用
い
て
い
る
。
井

戸
状
遺
構
の
現
深

一
・
四

ｍ
、
基
底
部
に
人
頭
大
の
礫
が
三
個
認
め
ら
れ
た
。

上
部
に
、

一
・
五
Ｘ
二

・
Ｏ

ｍ
の
覆
屋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
井
戸

掘
方
埋
土
内
か
ら
、
木
椀

・
箸
状
木
製
品

。
曲
物
底
板
な
ど
と
共
に
出
土
し
て

い
る
。
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簡
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木
簡
の
大
き
さ
は
、
現
長
二

一
・
三
ｍ
、
現
幅
二

。
九
釦
、
厚
さ
○

・
三
甑

を
は
か
る
。
上
端
部
に
直
径
○

・
二
鶴
の
小
孔
が
み
ら
れ
る
。
本
来
は
二
個
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
字
は
、
墨
跡
痕
を
認
め
た
が
削
ら
れ
判
読
は
で
き
な

か

っ
た
。
木
簡
の
残
片
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
三
点
同
遺
構
か
ら
出
上
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
文
　
　
・ヽ
　
ヽ
」

ヽ

「

字
は
読
み
と
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こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。
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